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城下町のにぎわい
ー川越における商業 +公共空間の提案ー
BUSTLE OF CASTLE TOWN
PROPOSAL OF MARCKET + PUBLIC SPACE IN KAWAGOE
山田智大
Tomohiro YAMADA
主査　下吹越武人　　　副査　渡辺真理・赤松佳珠子
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　I suspect that Sightseeing spot is to glimpse the truth of its location, originally. But most of the sightseeing 
spot today points to the surface which was made by only external perspective, and this is the current situation 
that daily part is hidden in the back. As one of this problem , It may be mentioned that the whereabouts of 
citizens where shows the original place has hidden to the Back Side.In this study, I would like to consider 
the whereabouts for people who lives in sightseeing spot in order to the local city continue to survive as a 
sightseeing spot. Research and design has been done with Kawagoe city where is a castle town of storehouse 
building as the target site. 
Key Words :sightseeing spot,Whereabouts of citizens,gable roof,Kawagoe
してできた武蔵野台地の東北端に位置する。古代から
武蔵国に所属し、荒川西岸の軍事・交通の要衝であり、
また、物産が豊富なため、中世・近世を通じて江戸の
後背地として重要な拠点をなした。
　川越では成立以来、度々火事が発生していたが、明
治 26 年に起きた「川越の大火」の被害は凄まじく、
街の大半を失うことになった。このとき蔵造りの建物
が燃え残ったことから、当時の織物商を中心とした川
越商人たちは競って土蔵を建てた。川越は小江戸と言
われているが、蔵造りの町並みが形成されたのは明治
中期以降のことである。しかしそれから 40 年程経ち、
昭和に入る頃には川越の織物産業は破綻し、堅実さの
反面、採光、通風の上で劣り、暗く窮屈な蔵造りは次々
と人に譲られたり、改造されていった。
０ ． はじめに
　観光とは本来その場所のありのままを垣間見ること
ではないだろうか。しかし今日では観光地のほとんど
が、対外的な視野のみによってつくられた表層の部分
を指し、そこでの日常は裏に隠れてしまっているのが
現状である。
　近年、国、地方自治体において観光を柱とした地域
振興策が注目を集めているが、こうした背景には、多
くの地方において人口減少の継続が予測されることか
ら交流人口の拡大への期待や、公共事業や企業誘致に
依存する従来型の地域振興策が行き詰っていることあ
げられる。しかしながら、バブル経済崩壊後の需要の
低迷や観光客の嗜好の変化から業績悪化に苦しんでい
る観光地も少なくなく、地域で取り組んだ従来型の観
光振興策はずしも順調ではない。
　このような問題の理由として、その地のありのまま
が現れる市民の居場所が「裏側」へと隠れてしまった
ことがあげられるのではないか。地方都市が観光地と
して存続していくために観光地に住まう人々の居場所
について考えていく。
1 ． 川越市について
　埼玉県西部にある中心都市である川越は、東京都心
から約 40 キロ東上線で池袋からやく 30 分の距離に
ある。地質学的には北流した古多摩川の扇状地が隆起 (fig.1) (fig.2)
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２ ． 川越一番街の都市構造
　一番街の構成を見てみると、蔵造りの街並から寺社
に向って一直線に道が貫かれていることがわかる。こ
の寺社へと繋がる道が市民の界隈の場となり、川越の
繁栄の礎となった。本設計ではこの構成を用い、一番
街の入り口に新たな軸を設ける。
３、 計画地とその位置づけ
　本設計では現在、江戸時代からこの地で醤油醸造を
おこなっている「松本醤油」のある街区および、東側
の一番街に隣接する街区を計画地とする。松本醤油が
醸造をおこなう蔵は天保年間に建立された、歴史・文
化を紡ぐ大切な建物でありながら現在は敷地の中に埋
もれるようにひっそりと佇む。一番街からこの街区ま
で軸を通すように計画をすることで蔵を再評価し、市
民と観光者が混在する場を生み出す。
４、川越におけるデザインコード
　本設計では川越におけるデザインコードの抽出、及
び川越蔵の会がまとめた町づくり規範を参考に設計を
おこなっていく。
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